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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクと反応して色材を凝集又は不溶化させる機能を有する処理剤が溶解された液体を
塗布装置によって媒体に塗布し、前記液体が塗布された前記媒体にインクジェットヘッド
からインクを吐出して画像を形成するインクジェット記録装置において、
　前記塗布装置は、
　走行する前記媒体に当接されて、その外周面に付与された液体を前記媒体に塗布する塗
布ローラと、
　前記塗布ローラの外周面に前記液体を付与する供給手段であって、前記塗布ローラの外
周面に押圧当接されて、前記塗布ローラの外周面との間に密閉された空間を形成する液体
保持ブロックと、前記空間に前記液体を供給する手段と、前記空間における前記塗布ロー
ラの回転方向の上流側と下流側の各辺に設けられ、回転して前記塗布ローラの表面に残存
する前記液体を前記空間内に回収するセル付きローラと、前記セル付きローラを駆動する
モータと、を備える供給手段と、
　前記供給手段から前記塗布ローラの外周面に付与された前記液体が前記媒体に塗布され
るまでの間に前記液体を濃縮させる濃縮手段と、
　を備え、前記塗布ローラの周速が、前記媒体の移動速度よりも遅く設定されることを特
徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　インクと反応して色材を凝集又は不溶化させる機能を有する処理剤が溶解された液体を
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塗布装置によって媒体に塗布し、前記液体が塗布された前記媒体にインクジェットヘッド
からインクを吐出して画像を形成するインクジェット記録装置において、
　前記塗布装置は、
　走行する前記媒体に当接されて、その外周面に付与された液体を前記媒体に塗布する塗
布ローラと、
　前記塗布ローラの外周面に前記液体を付与する供給手段であって、前記塗布ローラの外
周面に押圧当接されて、前記塗布ローラの外周面との間に密閉された空間を形成する液体
保持ブロックと、前記空間に前記液体を供給する手段と、前記空間における前記塗布ロー
ラの回転方向の上流側と下流側の各辺に設けられ、回転して前記塗布ローラの表面に残存
する前記液体を前記空間内に回収する螺旋溝付きローラと、前記螺旋溝付きローラを駆動
するモータと、を備える供給手段と、
　前記供給手段から前記塗布ローラの外周面に付与された前記液体が前記媒体に塗布され
るまでの間に前記液体を濃縮させる濃縮手段と、
　を備え、前記塗布ローラの周速が、前記媒体の移動速度よりも遅く設定されることを特
徴とするインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記空間に供給される前記液体は、前記処理剤が、その溶解度の限界値よりも低い値で
溶解された液体であることを特徴とする請求項１又は２に記載のインクジェット記録装置
。
【請求項４】
　前記濃縮手段が加熱手段で構成され、前記供給手段から前記塗布ローラに供給された液
体を加熱して濃縮させることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載のインク
ジェット記録装置。
【請求項５】
　前記濃縮手段が送風手段で構成され、前記供給手段から前記塗布ローラに供給された液
体に風を当てて濃縮させることを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載のイン
クジェット記録装置。
【請求項６】
　前記濃縮手段が除湿手段で構成され、前記供給手段から前記塗布ローラに供給された液
体の周囲環境を除湿して濃縮させることを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記
載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記濃縮手段は、前記処理剤の溶解度以上に前記液体を濃縮させることを特徴とする請
求項１から６のいずれか一項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記濃縮手段は、溶媒成分が除去されるまで前記液体を濃縮させることを特徴とする請
求項１から７のいずれか一項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項９】
　前記処理剤は、インクと反応して色材を凝集又は不溶化させる機能を有することを特徴
とする請求項１から８のいずれか一項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１０】
　前記液体は、高沸点溶媒を含有することを特徴とする請求項１から９のいずれか一項に
記載のインクジェット記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録装置に係り、特にインクと反応して色材を凝集又は不溶
化させる機能を有する処理剤が溶解された液体を媒体に塗布するインクジェット記録装置
に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　インク滴を吐出して画像を形成するインクジェット記録装置では、複数色のインクを用
いてカラー画像を形成すると、カラーブリードが発生するという問題がある。このような
カラーブリードは、画像の品位を低下させることから、種々の防止策が提案されている。
その一つとして、あらかじめ媒体の上にインクと反応して、その色材を凝集又は不溶化さ
せる機能を有する処理液を塗布し、この処理液が塗布された媒体にインクを吐出して画像
を形成する方法が知られている。この方法によれば、インク滴は着弾直後に色材が凝集す
るため、隣接して他のインク滴が着弾しても、色材同士が混合することがなく、カラーブ
リードの発生を効果的に抑制することができる。
【０００３】
　処理液の塗布は、塗布ローラ又はインクジェットヘッドを用いて行われ、周面に処理液
が付与された塗布ローラを媒体に当接させて、媒体に処理液を塗布する（たとえば、特許
文献１～３）。あるいは、走行する媒体に向けてインクジェットヘッドから処理液を吐出
して、媒体に処理液を塗布する（たとえば、特許文献４）。
【特許文献１】特開２００７－８３１８０号公報
【特許文献２】特開２００７－１１７８０６号公報
【特許文献３】特開２０００－３７９４２号公報
【特許文献４】特開２００４－２９１６２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このような処理液を用いて画像を形成する場合、その凝集又は不溶化の作用
を十分に発揮させるためには、処理液に含まれる凝集促進成分又は不溶化促進成分が、媒
体の上に十分に残るようにして、処理液を塗布する必要がある。そして、塗布された媒体
の上に凝集促進成分又は不溶化促進成分が十分に残るようにするためには、多量の処理液
を塗布する必要がある。特に、普通紙等の高い浸透性を有する媒体に塗布する場合には、
より多くの処理液を塗布する必要がある。
【０００５】
　しかしながら、多量の処理液を媒体に塗布すると、媒体がカールしたり、変形したりし
て、かえって画像の品位を低下させる要因となるという欠点がある。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、塗布された媒体の上に有効成分を
十分に残すことができるインクジェット記録装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に係る発明は、前記目的を達成するために、インクと反応して色材を凝集又は
不溶化させる機能を有する処理剤が溶解された液体を塗布装置によって媒体に塗布し、前
記液体が塗布された前記媒体にインクジェットヘッドからインクを吐出して画像を形成す
るインクジェット記録装置において、前記塗布装置は、走行する前記媒体に当接されて、
その外周面に付与された液体を前記媒体に塗布する塗布ローラと、前記塗布ローラの外周
面に前記液体を付与する供給手段であって、前記塗布ローラの外周面に押圧当接されて、
前記塗布ローラの外周面との間に密閉された空間を形成する液体保持ブロックと、前記空
間に前記液体を供給する手段と、前記空間における前記塗布ローラの回転方向の上流側と
下流側の各辺に設けられ、回転して前記塗布ローラの表面に残存する前記液体を前記空間
内に回収するセル付きローラと、前記セル付きローラを駆動するモータと、を備える供給
手段と、前記供給手段から前記塗布ローラの外周面に付与された前記液体が前記媒体に塗
布されるまでの間に前記液体を濃縮させる濃縮手段と、を備え、前記塗布ローラの周速が
、前記媒体の移動速度よりも遅く設定されることを特徴とするインクジェット記録装置を
提供する。
　請求項２に係る発明は、前記目的を達成するために、インクと反応して色材を凝集又は
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不溶化させる機能を有する処理剤が溶解された液体を塗布装置によって媒体に塗布し、前
記液体が塗布された前記媒体にインクジェットヘッドからインクを吐出して画像を形成す
るインクジェット記録装置において、前記塗布装置は、走行する前記媒体に当接されて、
その外周面に付与された液体を前記媒体に塗布する塗布ローラと、前記塗布ローラの外周
面に前記液体を付与する供給手段であって、前記塗布ローラの外周面に押圧当接されて、
前記塗布ローラの外周面との間に密閉された空間を形成する液体保持ブロックと、前記空
間に前記液体を供給する手段と、前記空間における前記塗布ローラの回転方向の上流側と
下流側の各辺に設けられ、回転して前記塗布ローラの表面に残存する前記液体を前記空間
内に回収する螺旋溝付きローラと、前記螺旋溝付きローラを駆動するモータと、を備える
供給手段と、前記供給手段から前記塗布ローラの外周面に付与された前記液体が前記媒体
に塗布されるまでの間に前記液体を濃縮させる濃縮手段と、を備え、前記塗布ローラの周
速が、前記媒体の移動速度よりも遅く設定されることを特徴とするインクジェット記録装
置を提供する。
　請求項３に係る発明は、前記目的を達成するために、前記空間に供給される前記液体は
、前記処理剤が、その溶解度の限界値よりも低い値で溶解された液体であることを特徴と
する請求項１又は２に記載のインクジェット記録装置を提供する。
　請求項４に係る発明は、前記目的を達成するために、前記濃縮手段が加熱手段で構成さ
れ、前記供給手段から前記塗布ローラに供給された液体を加熱して濃縮させることを特徴
とする請求項１から３のいずれか一項に記載のインクジェット記録装置を提供する。
【００１０】
　本発明によれば、濃縮手段が加熱手段で構成され、供給手段から塗布ローラに供給され
た液体を加熱することにより、蒸発を促進させて濃縮させる。
【００１１】
　請求項５に係る発明は、前記目的を達成するために、前記濃縮手段が送風手段で構成さ
れ、前記供給手段から前記塗布ローラに供給された液体に風を当てて濃縮させることを特
徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載のインクジェット記録装置を提供する。
【００１２】
　本発明によれば、濃縮手段が送風手段で構成され、供給手段から塗布ローラに供給され
た液体に風を当てることにより、溶媒成分の蒸発を促進させて濃縮させる。
【００１３】
　請求項６に係る発明は、前記目的を達成するために、前記濃縮手段が除湿手段で構成さ
れ、前記供給手段から前記塗布ローラに供給された液体の周囲環境を除湿して濃縮させる
ことを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載のインクジェット記録装置を提供
する。
【００１４】
　本発明によれば、濃縮手段が除湿手段で構成され、供給手段から塗布ローラに供給され
た液体の周囲環境を除湿することにより、溶媒成分の蒸発を促進させて濃縮させる。
【００１５】
　請求項７に係る発明は、前記目的を達成するために、前記濃縮手段は、前記処理剤の溶
解度以上に前記液体を濃縮させることを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載
のインクジェット記録装置を提供する。
【００１６】
　本発明によれば、液体は濃縮手段によって処理剤の溶解度以上に濃縮される。
【００１７】
　請求項８に係る発明は、前記目的を達成するために、前記濃縮手段は、溶媒成分が除去
されるまで前記液体を濃縮させることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載
のインクジェット記録装置を提供する。
【００１８】
　本発明によれば、液体は濃縮手段によって、溶媒成分が除去されるまで濃縮される。す
なわち、本発明によれば、有効成分が固化された状態で媒体に塗布される。
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【００１９】
　請求項９に係る発明は、前記目的を達成するために、前記処理剤は、インクと反応して
色材を凝集又は不溶化させる機能を有することを特徴とする請求項１から８のいずれか一
項に記載のインクジェット記録装置を提供する。
【００２０】
　本発明によれば、インクと反応して、インクの色材を凝集又は不溶化させる機能を有す
る処理剤が液体に溶解される。
【００２１】
　請求項１０に係る発明は、前記目的を達成するために、前記液体は、高沸点溶媒を含有
することを特徴とする請求項１から９のいずれか一項に記載のインクジェット記録装置を
提供する。
【００２２】
　本発明によれば、液体に高沸点溶媒が含有される。これにより、供給手段において、安
定した状態で液体を保管することができる。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、塗布された媒体の上に有効成分を十分に残すことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、添付図面に従って本発明に係るインクジェット記録装置の好ましい実施の形態に
ついて詳説する。
【００３３】
　図１は、本発明が適用されたインクジェット記録装置の一実施形態の概略構成を示す断
面図である。
【００３４】
　同図に示すように、本実施の形態のインクジェット記録装置１０は、所定サイズに裁断
された用紙（カット紙）にインク滴を吐出して画像を形成するインクジェット記録装置で
あり、用紙１２を給紙する給紙部２０と、給紙部２０から給紙された用紙１２にインクの
色材を凝集させる機能を有する液体（処理液）を塗布する処理液塗布部（塗布装置）３０
と、処理液が塗布された用紙１２にインク滴を吐出して画像を形成する画像形成部７０と
、画像が形成された用紙１２を排紙する排紙部８０とを備えて構成されている。
【００３５】
　給紙部２０は、用紙１２がセットされる給紙カセット２２と、給紙カセット２２にセッ
トされた用紙１２を給送する給送ローラ２４とを備えて構成されている。
【００３６】
　給紙カセット２２は、インクジェット記録装置１０の本体１０Ａに着脱自在に設けられ
ている。用紙１２は、この給紙カセット２２内に積層された状態でセットされる。
【００３７】
　給送ローラ２４は、所定位置にセットされた給紙カセット２２の上方に配置されている
。この給送ローラ２４は、半月状に形成されており、図示しないモータに駆動されて回転
する。
【００３８】
　給紙カセット２２にセットされた用紙１２は、この給送ローラ２４が回転することによ
り、上から順に一枚ずつ所定の搬送経路に向けて給紙される。
【００３９】
　給紙部２０から給紙された用紙１２は、円弧状に形成された搬送路２６を走行し、その
途中に設けられた処理液塗布部３０で処理液が塗布される。
【００４０】
　処理液塗布部３０は、インクと反応して色材を凝集させる機能を有する処理剤（凝集促
進剤）が溶解された液体（処理液）を用紙１２の表面（画像形成面）に塗布する。この処
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理液塗布部３０は、図２に示すように、用紙１２を支持するバックアップローラ３２と、
用紙１２に処理液を塗布する塗布ローラ３４と、塗布ローラ３４に処理液を供給する処理
液供給ユニット３６とを備えて構成されている。
【００４１】
　バックアップローラ３２と塗布ローラ３４は、用紙１２の搬送路２６を挟んで互いに対
向して配置されている。用紙１２は、このバックアップローラ３２と塗布ローラ３４との
間を挟持されながら搬送され、その搬送過程で塗布ローラ３４の表面（外周面）に供給さ
れた処理液が転写されて、画像形成面に処理液が塗布される。
【００４２】
　バックアップローラ３２は、用紙１２の用紙幅以上の幅（軸方向の長さ）をもって形成
されており、その両端部を図示しないフレームに軸受を介して回動自在に支持されている
。このバックアップローラ３２を支持するフレームは、塗布ローラ３４に対して所定のス
トロークで進退移動自在に設けられており、図示しない付勢手段（たとえば、バネなど）
によって塗布ローラ３４に向けて付勢されている。
【００４３】
　また、バックアップローラ３２は、その表面（外周面）に撥液処理が施されており（た
とえば、テフロン（登録商標）によるコーティングなど）、処理液が付着しにくい構成と
されている。
【００４４】
　塗布ローラ３４は、バックアップローラ３２の幅とほぼ同じ幅（軸方向の長さ）で形成
されており、その両端部を図示しないフレームに軸受を介して回動自在に支持されている
。
【００４５】
　この塗布ローラ３４を支持するフレームは、バックアップローラ３２に対して進退移動
自在に設けられており、図示しないアクチュエータ（たとえば、シリンダなど）に駆動さ
れて所定の当接位置と待機位置との間を移動する。塗布ローラ３４は、このフレームが当
接位置に移動すると、バックアップローラ３２の表面に押圧当接され、待機位置に移動す
ると、バックアップローラ３２から離間する。
【００４６】
　また、この塗布ローラ３４を支持するフレームには、図示しないモータが搭載されてお
り、塗布ローラ３４は、このモータに駆動されて回転する。用紙１２は、この塗布ローラ
３４が回転することにより、搬送路２６に沿って搬送される。
【００４７】
　また、この塗布ローラ３４には、ヒータ（たとえば、ハロゲンヒータなど）３５が内蔵
されており、このヒータ３５によって、表面（外周面）が所定温度にコントロールされて
いる。
【００４８】
　処理液供給ユニット３６は、塗布ローラ３４の表面（外周面）に所定の厚みをもって処
理液を供給する。この処理液供給ユニット３６は、塗布ローラ３４との間で処理液を保持
する処理液保持ブロック３８と、処理液を貯留する処理液タンク４０と、処理液タンク４
０から処理液保持ブロック３８に処理液を送液する処理液供給ポンプ４２とを備えて構成
されている。
【００４９】
　図３に示すように、処理液保持ブロック３８は、塗布ローラ３４の幅（軸方向の長さ）
とほぼ同じ幅（長手方向の長さ）を有する矩形の板状に形成されており、塗布ローラ３４
の軸と平行に設けられている。この処理液保持ブロック３８の裏面（塗布ローラ３４に対
向する面）には、断面が円弧状に形成された凹部４４が形成されている。そして、その凹
部４４の縁を囲うようにして、環状の当接部材４６が取り付けられている。
【００５０】
　当接部材４６は、処理液保持ブロック３８の裏面から所定量突出して形成されており、
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塗布ローラ３４の外周面に密着可能に形成されている。処理液保持ブロック３８は、この
当接部材４６を介して塗布ローラ３４の外周面に押圧当接される。
【００５１】
　処理液保持ブロック３８は、この当接部材４６を介して塗布ローラ３４の外周面に押圧
当接されることにより、塗布ローラ３４の外周面との間に密閉された空間４８を形成する
。すなわち、当接部材４６が塗布ローラ３４の外周面に押圧当接されることにより、処理
液保持ブロック３８の裏面に形成された凹部４４が塗布ローラ３４によって密閉され、密
閉された空間４８が形成される。
【００５２】
　この空間４８には処理液が供給され、この空間４８に供給された処理液が塗布ローラ３
４に供給される。すなわち、この空間４８に処理液を供給すると、処理液は塗布ローラ３
４の外周面に接触した状態で保持される。したがって、この状態で塗布ローラ３４を回転
させると、塗布ローラ３４は、その外周面が連続的に処理液に接触する。これにより、塗
布ローラ３４の外周面に所定の厚みをもって連続的に処理液が供給される。
【００５３】
　処理液保持ブロック３８の表面には、この空間４８を形成する凹部４４に連通された処
理液供給口５０と処理液回収口５２とが形成されている。
【００５４】
　処理液供給口５０には、処理液供給配管５４が接続されており、処理液供給配管５４は
、処理液供給ポンプ４２を介して処理液タンク４０に接続されている。処理液タンク４０
に貯留された処理液は、処理液供給ポンプ４２に送液されて、空間４８に供給される。
【００５５】
　一方、処理液回収口５２には、処理液回収配管５６が接続されており、処理液回収配管
５６は、バルブ５８を介して処理液タンク４０に接続されている。空間４８に供給された
処理液は、このバルブ５８を閉じることにより、空間４８内に保持され、開けることによ
り、処理液タンク４０に回収される。
【００５６】
　なお、処理液保持ブロック３８は、塗布ローラ３４を支持するフレームに取り付けられ
ており、塗布ローラ３４に対して進退移動自在に支持されている。そして、そのフレーム
との間に介在させたバネ６０に付勢されて、塗布ローラ３４の外周面に所定の押圧力で押
し付けられている。
【００５７】
　処理液塗布部３０は、以上のように構成される。用紙１２は、バックアップローラ３２
と塗布ローラ３４との間を挟持されながら搬送され、その搬送過程で塗布ローラ３４の表
面に供給された処理液が転写されて、画像形成面に処理液が塗布される。
【００５８】
　ここで、上記のように、本実施の形態の塗布ローラ３４は、ヒータ３５が内蔵されてお
り、このヒータ３５に加熱されて、その表面温度が所定温度にコントロールされている。
このため、処理液供給ユニット３６から塗布ローラ３４に処理液が供給されると、供給さ
れた処理液は、非加熱のローラと比べて乾燥（溶媒の蒸発）が促進される。この結果、処
理液は、用紙１２に塗布されるまでに濃縮され、粘度が高くなる。
【００５９】
　そして、このように濃縮されて粘度を高くした状態で用紙１２に塗布することにより、
用紙１２への浸透を遅くすることができ、用紙１２の表面により多くの有効成分を残すこ
とができる。
【００６０】
　なお、塗布ローラ３４は、用紙１２の通過タイミングに合わせて駆動される。すなわち
、通常、塗布ローラ３４は、待機位置に位置しており、用紙１２が塗布位置（当接位置に
移動させた塗布ローラ３４が、バックアップローラ３２と当接する位置：この位置で処理
液が塗布される。）に搬送されてくると、当接位置に移動され、その表面に処理液を塗布
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する。より具体的には、用紙１２に設定された塗布領域（処理液を塗布する領域）の先端
が、塗布位置に搬送されてくると、これに合わせて塗布位置に移動され、塗布領域の後端
が塗布位置に搬送されてくると、待機位置に移動される。これにより、規定の領域に処理
液を塗布することができる。また、これにより、処理液がバックアップローラ３２に付着
するのを防止することができる。
【００６１】
　なお、塗布領域は、処理液による反応を確実にするため、画像形成領域（インク滴を着
弾させて画像を形成する領域）よりも広く設定される。この塗布領域の幅は、塗布ローラ
３４に供給する処理液の供給幅によって規定され、塗布ローラ３４に供給する処理液の供
給幅は、処理液供給ユニット３６によって形成される空間４８の幅（＝凹部４４の幅）に
よって規定される。
【００６２】
　処理液が塗布された用紙１２は、画像形成部７０に搬送され、その表面にインク滴が吐
出されて画像が形成される。
【００６３】
　図１に示すように、画像形成部７０は、プラテン７２と、第１搬送ローラ対７４と、第
２搬送ローラ対７６と、インク吐出ユニット７８とを備えて構成されている。
【００６４】
　プラテン７２は、水平に設置されている。円弧状の搬送路２６を搬送された用紙１２は
、このプラテン７２の上に載置される。
【００６５】
　第１搬送ローラ対７４と第２搬送ローラ対７６は、このプラテン７２の上に載置された
用紙１２を搬送する。
【００６６】
　第１搬送ローラ対７４は、プラテン７２の搬送方向上流部に設置されている。この第１
搬送ローラ対７４は、駆動ローラ７４Ａと従動ローラ７４Ｂとで構成されている。駆動ロ
ーラ７４Ａと従動ローラ７４Ｂは、プラテン７２を挟んで上下に対向して配置されており
、それぞれその両端部を装置本体１０Ａに設けられた図示しない軸受に回動自在に支持さ
れている。駆動ローラ７４Ａには、図示しないモータが連結されており、このモータに駆
動されて回転する。円弧状の搬送路２６を搬送された用紙１２は、プラテン７２の上に載
置され、この第１搬送ローラ対７４の駆動ローラ７４Ａと従動ローラ７４Ｂとの間に供給
される。そして、この第１搬送ローラ対７４の駆動ローラ７４Ａと従動ローラ７４Ｂに挟
持されて、プラテン７２の上を搬送される。
【００６７】
　第２搬送ローラ対７６は、プラテン７２の搬送方向下流部に設置されている。この第２
搬送ローラ対７６は、駆動ローラ７６Ａと従動ローラ７６Ｂとで構成されている。駆動ロ
ーラ７６Ａと従動ローラ７６Ｂは、プラテン７２を挟んで上下に対向して配置されており
、それぞれその両端部を装置本体１０Ａに設けられた図示しない軸受に回動自在に支持さ
れている。駆動ローラ７６Ａには、図示しないモータが連結されており、このモータに駆
動されて回転する。プラテン７２の上を搬送された用紙１２は、この第２搬送ローラ対７
６の駆動ローラ７６Ａと従動ローラ７６Ｂとの間に供給される。そして、この第２搬送ロ
ーラ対７６の駆動ローラ７６Ａと従動ローラ７６Ｂに挟持されて、後段の排紙部８０に向
けて搬送される。
【００６８】
　インク吐出ユニット７８は、プラテン７２の上を搬送される用紙１２の上にシアン（Ｃ
）、マゼンタ（Ｍ）、イエロ（Ｙ）、クロ（Ｋ）の４色のインク滴を吐出して、用紙１２
の表面にカラー画像を形成する。
【００６９】
　このインク吐出ユニット７８は、色ごとに個別にインクジェットヘッド（図示せず）を
備えており、各色のインク滴は、対応するインクジェットヘッドから個別に吐出される。
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すなわち、シアンのインク滴はシアン用のインクジェットヘッド、マゼンタのインク滴は
マゼンタ用のインクジェットヘッド、イエロのインク滴はイエロ用のインクジェットヘッ
ド、クロのインク滴はクロ用のインクジェットヘッドから個別に吐出される。
【００７０】
　ここで、各色のインクジェットヘッドは、それぞれフルライン型のインクジェットヘッ
ドで構成されており、そのインク吐出面（インクを吐出する面）に形成されたノズル列（
インク滴を吐出するノズル（インク吐出口）の列）からインク滴を吐出して、用紙１２の
表面に画像を形成する。このノズル列は、用紙１２に対応した幅で形成されている。すな
わち、用紙１２に設定された画像形成領域の全幅をカバーできる長さで形成されている。
【００７１】
　また、各インクジェットヘッドは、それぞれそのノズル列が、用紙１２の搬送方向（副
走査方向）と直交するように配置され、そのインク吐出面が、プラテン７２との間に所定
のクリアランスを持つように配置されている。
【００７２】
　さらに、各インクジェットヘッドは、用紙１２の搬送方向の上流側から順に所定の間隔
をもって所定の色順で配置される。たとえば、用紙１２の搬送方向の上流側からシアン（
Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロ（Ｙ）、クロ（Ｋ）の順で各色のインクジェットヘッドに
配置されている。
【００７３】
　プラテン７２の上を搬送される用紙１２は、このインク吐出ユニット７８の下を通過す
る際、各インクジェットヘッドからインク滴が吐出されて、その表面に画像が形成される
。
【００７４】
　ここで、用紙１２は、その表面にあらかじめ処理液が塗布されているため、用紙１２の
表面にインク滴が着弾すると、その着弾したインク滴は、処理液の作用で色材が凝集する
。これにより、ブリード等の発生を効果的に防止することができる。すなわち、凝集処理
剤層の上にインク滴が着弾すると、そのインク滴は、飛翔エネルギーと表面エネルギーと
のバランスにより、凝集処理剤層の上に所定の接触面積で着弾する。凝集反応は、インク
滴が凝集処理剤上に着弾した直後に開始されるが、その反応はインク滴と凝集処理剤層と
の接触面から開始する。凝集反応は接触面近傍のみで起こり、インク着弾時の接触面積の
まま付着力を得た状態でインク内の色材が凝集されるため、色材移動が抑止される。した
がって、このインク滴に隣接して他のインク滴が着弾しても、先に着弾したインクの色材
は、すでに凝集化しているので、後から着弾するインクとの間で色材同士が混合せず、ブ
リードが抑止される。
【００７５】
　なお、本例では、フルライン型のインクジェットヘッドを採用しているが、いわゆるシ
リアル型（シャトル型）のインクジェットヘッド（インクジェットヘッドを主走査方向に
往復動作させる方式のインクジェットヘッド）で構成することもできる。
【００７６】
　また、本例では、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロ（Ｙ）、クロ（Ｋ）の４色の
インクで画像を形成しているが、使用するインク色や色数の組み合わせについては、これ
に限定されるものではない。必要に応じて淡インク、濃インク、特別色インク等を追加し
て用いてもよい。たとえば、ライトシアン、ライトマゼンタなどのライト系インクを吐出
するインクジェットヘッドを追加する構成も可能である。また、各色のインクジェットヘ
ッドの配置順序も特に限定はない。
【００７７】
　なお、インク液としては、着色剤としての顔料、樹脂ポリマー、分散剤や界面活性剤等
を含有したものが用いられる。
【００７８】
　排紙部８０は、排紙トレイ８２を備えている。画像形成部７０で表面にインク滴が吐出
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されて画像が形成された用紙１２は、画像形成部７０の第２搬送ローラ対７６に搬送され
て、排紙トレイ８２に排出される。
【００７９】
　図４は、本実施形態のインクジェット記録装置の制御系の概略構成を示すブロック図で
ある。
【００８０】
　同図に示すように、インクジェット記録装置１０は、通信インターフェース１１０、シ
ステムコントローラ１１２、画像メモリ１１４、給紙制御部６１１６、処理液塗布制御部
１１８、画像形成制御部１２０等を備えている。
【００８１】
　通信インターフェース１１０は、ホストコンピュータ１００から送られてくる画像デー
タを受信するインターフェース部である。ホストコンピュータ１００から送出された画像
データは、この通信インターフェース１１０を介してインクジェット記録装置１０に取り
込まれる。
【００８２】
　画像メモリ１１４は、通信インターフェース１１０を介して入力された画像を一時的に
記憶する記憶手段であり、システムコントローラ１１２を通じてデータの読み書きが行わ
れる。
【００８３】
　システムコントローラ１１２は、インクジェット記録装置１０の各部を制御する制御部
であり、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を備えて構成されている。このシステムコントローラ
１１２は、所定の制御プログラムに従ってインクジェット記録装置１０の各部を制御する
。ＲＯＭには、このシステムコントローラ１１２が実行する制御プログラムが格納されて
いる。
【００８４】
　給紙制御部１１６は、システムコントローラ１１２からの指令に応じて給紙部２０の駆
動を制御する。すなわち、給送ローラ２４に接続されたモータの駆動を制御し、給紙カセ
ット２２にセットされた用紙１２の給紙を制御する。
【００８５】
　処理液塗布制御部１１８は、システムコントローラ１１２からの指令に応じて処理液塗
布部３０の駆動を制御する。すなわち、塗布ローラ３４に接続されたモータの駆動を制御
して、塗布ローラ３４への処理液の供給を制御するとともに、塗布ローラ３４を支持する
フレームの移動を制御して、用紙１２への処理液の塗布を制御する。また、処理液供給ポ
ンプ４２とバルブ５８の駆動を制御して、空間４８への処理液の供給、回収を制御する。
【００８６】
　画像形成制御部１２０は、システムコントローラ１１２からの指示に従って画像形成部
７０の駆動を制御する。すなわち、第１搬送ローラ対７４と第２搬送ローラ対７６に接続
されたモータの駆動を制御して、用紙１２の搬送を制御するとともに、インク吐出ユニッ
ト７４に備えられた各インクジェットヘッドの駆動を制御して、用紙１２に所定の画像を
形成する。
【００８７】
　以上のように構成された本実施の形態のインクジェット記録装置１０の作用は次のとお
りである。
【００８８】
　用紙１２がセットされた給紙カセット２２を装置本体１０Ａにセットし、給送ローラ２
４を回転させると、給紙カセット２２の最上段に位置する用紙１２が、搬送路２６に向け
て給送される。
【００８９】
　給紙カセット２２から給送された用紙１２は、搬送路２６に沿って走行する。そして、
この搬送路２６を走行する用紙の先端（塗布領域の先端）が、塗布位置に到達すると、塗
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布ローラ３４を支持するフレームが駆動され、走行する用紙１２の表面に塗布ローラ３４
が当接される。この塗布ローラ３４は、あらかじめ回転駆動されており、その表面には処
理液が供給されている。用紙１２は、この処理液が供給された塗布ローラ３４が当接され
ることにより、塗布ローラ３４から処理液が転写されて、その表面に処理液が塗布される
。
【００９０】
　処理液が塗布された用紙１２は、搬送路２６からプラテン７２の上に送り出される。用
紙１２がプラテン７２の上に送り出されると、第１搬送ローラ対７４と第２搬送ローラ対
７６とが回転駆動される。プラテン７２の上に送り出された用紙１２は、この第１搬送ロ
ーラ対７４と第２搬送ローラ対７６とによってプラテン７２の上を搬送される。そして、
その搬送過程でインク吐出ユニット７４からインク滴が吐出され、表面に画像が形成され
る。
【００９１】
　表面に画像が形成された用紙１２は、第２搬送ローラ対７６によって搬送され、排紙ト
レイ８２の上に排出される。
【００９２】
　このように、本実施の形態のインクジェット記録装置１０では、処理液塗布部３０であ
らかじめ用紙１２の上にインクの色材を凝集させる機能を有する処理液を塗布し、この処
理液が塗布された用紙１２の上にインク滴を吐出して画像を形成する。
【００９３】
　そして、本実施の形態のインクジェット記録装置１０では、用紙１２に処理液を塗布す
る際、回転する塗布ローラ３４の表面に処理液を供給し、この塗布ローラ３４を用紙１２
の表面に当接させることにより、用紙１２の表面に処理液を塗布する。
【００９４】
　ここで、この塗布ローラ３４は、内蔵されたヒータ３５によって加熱されているため、
その表面に処理液を供給すると、供給された処理液は、乾燥（溶媒成分の蒸発）が促進さ
れ、用紙１２に塗布されるまでの間に有効成分（凝集促進剤の成分）が濃縮される。
【００９５】
　そして、このように有効成分が濃縮された状態（粘度が高くなった状態）で用紙１２に
塗布することにより、用紙１２への浸透を抑制することができ、用紙１２の表面に有効成
分を多く残すことができる。
【００９６】
　そして、このように用紙１２の表面に有効成分をより多く残せることにより、インクの
凝集作用を確実に発揮させることができ、カラーブリードの発生を効果的に抑止すること
ができる。
【００９７】
　このように、本実施の形態のインクジェット記録装置１０では、処理液を濃縮させて塗
布することにより、良好な画像を形成することができる。
【００９８】
　また、本実施の形態のインクジェット記録装置１０では、塗布ローラ３４に供給されて
から用紙１２に塗布されるまでの間に処理液を濃縮させているので、処理液を安定した状
態で保存することができる。
【００９９】
　また、濃縮させた状態で処理液を用紙１２に塗布しているため、溶媒成分で用紙１２が
カール等するのも防止することができる。
【０１００】
　なお、処理液を安定した状態で保存するためは、処理液に高沸点溶媒を含有させること
が好ましい。また、凝集促進剤は、その溶解度の限界値よりも低い値で溶解させることが
好ましい。
【０１０１】
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　また、本実施の形態では、塗布ローラ３４を加熱することにより、処理液を濃縮させる
構成としているが、処理液を濃縮させる手段は、これに限定されるものではない。
【０１０２】
　たとえば、図５に示すように、塗布ローラ３４に対向してファン９０を設置し、塗布ロ
ーラ３４に供給された処理液に向けて送風することにより、乾燥を促進させて、処理液を
濃縮させる構成としてもよい。
【０１０３】
　また、図６に示すように、塗布ローラ３４に近接して除湿装置９２を設置し、塗布ロー
ラ３４に供給された処理液に向けて除湿された空気を送風することにより、乾燥を促進さ
せて、処理液を濃縮させる構成としてもよい。
【０１０４】
　また、本実施の形態では、処理液供給ユニット３６から塗布ローラ３４に直接処理液を
供給する構成とされているが、中間にローラを介して塗布ローラ３４に処理液を供給する
構成としてもよい。たとえば、図７に示すように、塗布ローラ３４と同じ幅を有する中間
ローラ９４を塗布ローラ３４の外周面に当接して設け、その中間ローラ９４の外周面に処
理液供給ユニット３６から処理液を供給する構成とする。この場合、処理液は、まず、処
理液供給ユニット３６から中間ローラ９４に供給され、当接部で中間ローラ９４から塗布
ローラ３４に転写されて供給される。このように、中間にローラ９４を介して塗布ローラ
３４に処理液を供給する構成とすることにより、処理液が処理液供給ユニット３６から供
給されてから用紙１２に塗布されるまでの時間を長くとることができ、塗布されるまでに
十分な乾燥時間を確保することができる。
【０１０５】
　なお、中間に介在させるローラの本数は、特に限定されるものではなく、設置スペース
等を考慮して適宜増減させることができる。
【０１０６】
　また、この他、塗布ローラ３４の径を変えることによっても、乾燥時間を調整すること
ができる。
【０１０７】
　また、塗布ローラ３４の周速を調整することによっても、乾燥時間を調整することがで
きる。すなわち、塗布ローラ３４の周速を遅くすることにより、処理液が供給されてから
塗布されるまでの時間を長くすることができ、十分な乾燥時間を確保することができる。
この場合、用紙１２の搬送速度より塗布ローラ３４の周速を遅くすることが好ましい。
【０１０８】
　このように、処理液を濃縮させる手段は、特に限定されるものではなく、設置スペース
や処理液の組成等を考慮して、適宜最適な手段を用いることが好ましい。
【０１０９】
　また、処理液を濃縮させる手段は、複数組み合わせても使用してもよい。たとえば、塗
布ローラ３４をヒータで加熱するとともに、塗布ローラ３４に供給された処理液にファン
から送風された風を当てる構成としてもよいし、また、塗布ローラ３４をヒータで加熱す
るとともに、塗布ローラ３４に供給された処理液に除湿装置で除湿した風を当てる構成と
してもよい。また、中間にローラを介して塗布ローラ３４に処理液を供給するとともに、
塗布ローラ３４を加熱する構成としてもよい。このように、加熱、送風、除湿等の手段を
適宜組み合わせることにより、さらに効率よく処理液を濃縮させることができる。
【０１１０】
　なお、濃縮の程度は、特に限定されるものではないが、凝集促進剤の溶解度を上回る状
態（部分的析出状態）まで濃縮させることが好ましい。すなわち、処理液は、濃縮が進む
ほど、用紙１２に塗布した際、有効成分を用紙１２の表面に残すことができるので、可能
な限り濃縮させることが好ましい。したがって、最終的には、溶媒成分が除去され、固化
した状態で塗布されることが最も好ましいが、これに近い状態で塗布しても十分に効果を
得ることができる。
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【０１１１】
　また、本実施の形態では、待機中に塗布ローラ３４を回転させ、塗布ローラ３４の表面
に連続的に処理液を供給するようにしているが、このように塗布ローラ３４を用紙１２に
当接させずに空回しすると、塗布ローラ３４の表面に凝集剤が析出し、塗布量が安定しな
くなるおそれがあるので、空間４８に戻る処理液を再溶解させることができるようにする
ことが好ましい。このような構成としては、たとえば、空間４８に供給する処理液の凝集
剤の溶解度を下げることが考えられる。これにより、塗布ローラ３４に供給された処理液
が、一周して空間４８に戻った際、空間４８に保持された処理液中に再溶解され、安定し
た処理液の供給が可能になる。
【０１１２】
　また、図８に示すように、処理液保持ブロック３８にセル（窪み）付きのローラ９６Ａ
、９６Ｂを設け、このローラで塗布ローラ３４の表面に残存する処理液を強制的に空間４
８内に回収し、再溶解させるようにしてもよい。このローラ９６Ａ、９６Ｂは、空間４８
を構成する凹部４４の供給側の辺と回収側の辺に設けられ、それぞれ図示しないモータに
駆動されて回転する。塗布ローラ３４の表面に残存する処理液は、ローラ９６Ａを通過す
る際、塗布ローラ３４の表面に押圧当接されながら回転するローラ９６Ａによって強制的
に空間４８内に回収され、空間４８に保持された処理液に再溶解される。これにより、よ
り安定した状態で処理液を塗布ローラ３４に供給することができる。
【０１１３】
　なお、このようなセル（窪み）付きのローラに代えて螺旋溝付きのローラを用いても同
様の効果を得ることができる。
【０１１４】
　また、塗布位置の下流部にブレードを設け、ブレードで塗布ローラの表面をクリーニン
グするようにしてもよい。
【０１１５】
　また、本実施の形態では、処理液供給ユニット３６によって塗布ローラ３４に処理液を
供給しているが、塗布ローラ３４に処理液を供給する手段は、これに限定されるものでは
ない。
【０１１６】
　また、上記実施の形態では、凝集促進機能を有する処理液を用紙に塗布する場合を例に
説明したが、本発明の塗布装置を用いて塗布する液体は、これに限定されるものではない
。
【０１１７】
　なお、凝集促進機能を有する処理液としては、たとえば、凝集促進剤としてマロン酸を
１０重量％、高沸点溶媒としてジエチレングリコールモノエチルエーテルを２０重量％、
界面活性剤としてオルフィンＥ１０９を１重量％含有し、残りをイオン交換水とした処理
液を用いることができる。
【０１１８】
　以下、このような凝集促進機能を有する処理液（凝集処理液）、及び、インクについて
説明する。
【０１１９】
　〔処理液（凝集処理剤）について〕
　処理液は、インクのｐＨを変化させることにより、インクに含有される顔料およびポリ
マー微粒子を凝集させ、凝集物を生じさせるような処理液を用いることができる。
【０１２０】
　処理液の成分として、ポリアクリル酸、酢酸、グリコール酸、マロン酸、リンゴ酸、マ
レイン酸、アスコルビン酸、コハク酸、グルタル酸、フマル酸、クエン酸、酒石酸、乳酸
、スルホン酸、オルトリン酸、ピロリドンカルボン酸、ピロンカルボン酸、ピロールカル
ボン酸、フランカルボン酸、ビリジンカルボン酸、クマリン酸、チオフェンカルボン酸、
ニコチン酸、若しくはこれらの化合物の誘導体、又はこれらの塩等の中から選ばれること
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【０１２１】
　また、処理液の好ましい例として、多価金属塩あるいはポリアリルアミンを添加した処
理液を挙げることができる。これらの化合物は、１種類で使用されてもよく、２種類以上
併用されてもよい。
【０１２２】
　処理液は、インクとのｐＨ凝集性能の観点からｐＨは１～６であることが好ましく、ｐ
Ｈは２～５であることがより好ましく、ｐＨは３～５であることが特に好ましい。
【０１２３】
　処理液の中における、インクの顔料およびポリマー微粒子を凝集させる成分の添加量と
しては、液体の全重量に対し、０．０１重量％以上２０重量％以下であることが好ましい
。０.０１重量％以下の場合は処理液とインクが接触時に、濃度拡散が十分に進まずｐＨ
変化による凝集作用が十分に発生しないことがある。
【０１２４】
　処理液は、ＳＰ値が３０以下の水溶性高沸点有機溶媒を１０％以上９０％以下含有する
。ＳＰ値が３０以下の水溶性高沸点有機溶媒としては、
　たとえば、
　ジエチレングリコールモノエチルエーテル（２２．４）
　ジエチレングリコールモノブチルエーテル（２１．５）
　トリエチレングリコールモノブチルエーテル（２１．１）
　ジプロピレングリコールモノメチルエーテル（２１．３）
　ジプロピレングリコール（２７．２）
【０１２５】
【化１】

【０１２６】
【化２】

【０１２７】
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【化３】

【０１２８】
【化４】

【０１２９】
【化５】

【０１３０】
ｎＣ４Ｈ９Ｏ（ＡＯ）４－Ｈ　(AO=EO or POで比率は１：１) 　（２０．１）EO=エチレ
ンオキシ
ｎＣ４Ｈ９Ｏ（ＡＯ）10－Ｈ　（同上）　（１８．８）
ＨＯ（Ａ‘Ｏ）４０－Ｈ　 (A’O=EO or POで比率はEO:PO=１：３)　（１８．７）
ＨＯ（Ａ‘Ｏ）５５－Ｈ　(A”O=EO or POで比率はEO:PO=5：6)　（１８．８）
ＨＯ（ＰＯ）３Ｈ　（２４．７）
ＨＯ（ＰＯ）７Ｈ　（２１．２）
１，２ヘキサンジオール　(２７．４)
　なお、カッコ内の数値はＳＰ値を示している。
【０１３１】
　また、ＳＰ値が低い溶剤のうち、下記の構造が含まれていることが好ましい。
【０１３２】

【化６】

【０１３３】
　等が挙げられる。なお、ここでいう水溶性高沸点有機溶媒のＳＰ値（溶解度パラメータ
ー）とは、分子凝集エネルギーの平方根で表される値で、Ｒ．Ｆ．Ｆｅｄｏｒｓ，Ｐｏｌ
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ｙｍｅｒ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ Ｓｃｉｅｎｃｅ，１４，ｐ１４７（１９７４）に記載
の方法で計算することができる。単位は（ＭＰａ）1/2であり、２５℃における値を指す
。
【０１３４】
　これらの水溶性高沸点有機溶媒は、水、その他有機溶媒と共に単独若しくは複数を混合
して用いることができる。
【０１３５】
　処理液には、定着性および耐擦性を向上させるため、樹脂成分をさらに含有してもよい
。
【０１３６】
　樹脂成分としては、アクリル系、ウレタン系、ポリエステル系、ビニル系、スチレン系
等が考えられる。定着性向上といった機能を充分に発現させるには、比較的高分子のポリ
マーを高濃度１重量％～２０重量％に添加することが必要である。しかし、上記材料を液
体に溶解させて添加しようとすると高粘度化し、吐出性が低下する。適切な材料を高濃度
に添加し、かつ粘度上昇を抑えるには、ラテックスとして添加する手段が有効である。ラ
テックス材料としては、アクリル酸アルキル共重合体、カルボキシ変性ＳＢＲ（スチレン
－ブタジエンラテックス）、ＳＩＲ（スチレン－イソプレン）ラテックス、ＭＢＲ（メタ
クリル酸メチル－ブタジエンラテックス）、ＮＢＲ（アクリロニトリル－ブタジエンラテ
ックス）、等が考えられる。ラテックスのガラス転移点Ｔｇはプロセス上、定着時に影響
の強い値で、常温保存時の安定性と加熱後の転写性を両立するために、５０℃以上１２０
℃以下であることが好ましい。さらに最低造膜温度ＭＦＴはプロセス上、定着時に影響の
強い値で、低温で充分な定着を得る為に１００℃以下、さらに好ましくは５０℃以下であ
る。
【０１３７】
　インクと逆極性のポリマー微粒子を処理液に含ませ、インク中の顔料及びポリマー微粒
子と凝集させることによってさらに凝集性を高めてもよい。
【０１３８】
　また、インクに含まれるポリマー微粒子成分に対応した硬化剤を処理液に含有し、二液
が接触後、インク成分中の樹脂エマルジョンが凝集するとともに架橋又は重合するように
して、凝集性を高めてもよい。
【０１３９】
　処理液は、界面活性剤を含有することができる。
【０１４０】
　界面活性剤の例としては、炭化水素系では脂肪酸塩、アルキル硫酸エステル塩、アルキ
ルベンゼンスルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸塩、ジアルキルスルホコハク酸
塩、アルキルリン酸エステル塩、ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物、ポリオキシエ
チレンアルキル硫酸エステル塩等のアニオン系界面活性剤や、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルアリルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エ
ステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポ
リオキシエチレンアルキルアミン、グリセリン脂肪酸エステル、オキシエチレンオキシプ
ロピレンブロックコポリマー等のノニオン系界面活性剤が好ましい。また、アセチレン系
ポリオキシエチレンオキシド界面活性剤であるＳＵＲＦＹＮＯＬＳ（ＡｉｒＰｒｏｄｕｃ
ｔｓ＆Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社）も好ましく用いられる。また、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ア
ルキルアミンオキシドのようなアミンオキシド型の両性界面活性剤等も好ましい。
【０１４１】
　さらに、特開昭５９－１５７６３６号の第(37)～(38)頁、リサーチ・ディスクロージャ
ーＮｏ．３０８１１９(１９８９年)記載の界面活性剤として挙げたものも使うことができ
る。また、特開２００３－３２２９２６号、特開２００４－３２５７０７号、特開２００
４－３０９８０６号の各公報に記載されているようなフッ素（フッ化アルキル系）系、シ
リコーン系の界面活性剤も用いることができる。これら表面張力調整剤は消泡剤としても
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使用することができ、フッ素系、シリコーン系化合物やＥＤＴＡに代表されるキレート剤
等も使用することができる。
【０１４２】
　処理液の表面張力は、１０～５０ｍＮ／ｍであることが好ましく、また、中間転写媒体
上でのぬれ性と液滴の微液滴化および吐出性の両立の観点から、１５～４５ｍＮ／ｍであ
ることが更に好ましい。
【０１４３】
　処理液の粘度は、１．０～２０．０ｃＰであることが好ましい。
【０１４４】
　その他、必要に応じてｐＨ緩衝剤、酸化防止剤、防カビ剤、粘度調整剤、導電剤、紫外
線、吸収剤等も添加することができる。
【０１４５】
　〔インクについて〕
　インクは、溶媒不溶性材料として、色材（着色剤）である顔料やポリマー微粒子などを
含有する水性顔料インクを用いることができる。
【０１４６】
　溶媒不溶性材料の濃度は、吐出に適切な粘度２０ｍＰａ・ｓ以下を考慮して１ｗｔ％以
上２０ｗｔ％以下であることが好ましい。より好ましくは画像の光学濃度を得るために４
ｗｔ％以上の顔料濃度である。
【０１４７】
　インクの表面張力は、吐出安定性を考慮して２０ｍＮ／ｍ以上４０ｍＮ／ｍであること
が好ましい。
【０１４８】
　インクに使用される色材は、顔料あるいは染料と顔料とを混合して用いることができる
。処理液との接触時における凝集性の観点から、インク中で分散状態にある顔料の方がよ
り効果的に凝集するため好ましい。顔料の中でも、分散剤により分散されている顔料、自
己分散顔料、樹脂により顔料表面を被覆された顔料（マイクロカプセル顔料）、及び高分
子グラフト顔料が特に好ましい。また、顔料凝集性の観点から、解離度の小さいカルボキ
シル基によって修飾されている形態がより好ましい。
【０１４９】
　マイクロカプセル顔料の樹脂は、限定されるものではないが、水に対して自己分散能又
は溶解能を有し、かつアニオン性基（酸性）を有する高分子の化合物であるのが好ましい
。この樹脂は、通常、数平均分子量が１，０００～１００，０００範囲程度のものが好ま
しく、３、０００～５０、０００範囲程度のものが特に好ましい。また、この樹脂は有機
溶剤に溶解して溶液となるものが好ましい。樹脂の数平均分子量がこの範囲であることに
より、顔料における被覆膜として、又はインク組成物における塗膜としての機能を十分に
発揮することができる。
【０１５０】
　前記樹脂は、自己分散能あるいは溶解するものであっても、又はその機能が何らかの手
段によって付加されたものであってもよい。たとえば、有機アミンやアルカリ金属を用い
て中和することにより、カルボキシル基、スルホン酸基、またはホスホン酸基等のアニオ
ン性基を導入されてなる樹脂であってもよい。また、同種または異種の一又は二以上のア
ニオン性基が導入された樹脂であってもよい。本発明にあっては、塩基をもって中和され
て、カルボキシル基が導入された樹脂が好ましくは用いられる。
【０１５１】
　顔料としては、特に限定はされないが、具体例としては、オレンジまたはイエロー用の
顔料としては、たとえば、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３１、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレン
ジ４３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３、Ｃ．Ｉ．
ピグメントイエロー１４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９３、Ｃ．Ｉ．
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ピグメントイエロー９４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエ
ロー１３８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５１、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５５、
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８５等が挙げられる
。 　レッドまたはマゼンタ用の顔料としては、たとえば、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２
、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッ
ド６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１５、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トレッド１６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５３：１
、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５７：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド１２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１３９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４
４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１６６、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド１７７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７８、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２２
２等が挙げられる。
【０１５２】
　グリーンまたはシアン用の顔料としては、たとえば、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：２、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントブルー１６、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー６０、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７等が
挙げられる。
【０１５３】
　また、ブラック用の顔料としては、たとえば、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１、Ｃ．Ｉ
．ピグメントブラック６、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７等が挙げられる。
【０１５４】
　着色インク液には、処理液と反応する成分として、着色剤を含まないポリマー微粒子を
添加することが好ましい。ポリマー微粒子は、処理液との反応によりインクの増粘作用、
凝集作用を強め、画像品位の向上させることができる。特に、アニオン性のポリマー微粒
子をインクに含有せしめることにより、安全性の高いインクが得られる。
【０１５５】
　処理液と反応して、増粘・凝集作用を起こすポリマー微粒子をインクに用いることによ
り、画像の品位を高めることができると同時に、ポリマー微粒子の種類によっては、ポリ
マー微粒子が記録媒体で皮膜を形成し、画像の耐擦性、耐水性をも向上させる効果を有す
る。
【０１５６】
　ポリマーインクでの分散方法はエマルジョンに限定するものではなく、溶解していても
、コロイダルディスパージョン状態で存在していてもよい。
【０１５７】
　ポリマー微粒子は、乳化剤を用いてポリマー微粒子を分散させたものであっても、また
、乳化剤を用いないで分散させたものであってもよい。乳化剤としては、通常、低分子量
の界面活性剤が用いられているが、高分子量の界面活性剤を乳化剤として用いることもで
きる。外殻がアクリル酸、メタクリル酸などにより構成されたカプセル型のポリマー微粒
子（粒子の中心部と外縁部で組成を異にしたコア・シェルタイプのポリマー微粒子）を用
いることも好ましい。
【０１５８】
　分散手法として、低分子量の界面活性剤を用いていないポリマー微粒子は、高分子量の
界面活性剤を用いたポリマー微粒子、乳化剤を使用しないポリマー微粒子を含めてソープ
フリーラテックスと呼ばれている。たとえば上記に記述した、スルホン酸基、カルボン酸
基等の水に可溶な基を有するポリマー（可溶化基がグラフト結合しているポリマー、可溶
化基を持つ単量体と不溶性の部分を持つ単量体とから得られるブロックポリマー）を乳化
剤として用いたポリマー微粒子もこれに含まれる。特に、ソープフリーラテックスを用い
ることが好ましく、ソープフリーラテックスは従来の乳化剤を用いて重合したポリマー微
粒子にくらべ、乳化剤がポリマー微粒子の反応凝集や造膜を阻害したり、遊離した乳化剤
がポリマー微粒子の造膜後に表面に移動し、顔料とポリマー微粒子の混合した凝集体と記
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録媒体との接着性を低下させる懸念がない。
【０１５９】
　インクにポリマー微粒子として添加する樹脂成分としては、アクリル系樹脂、酢酸ビニ
ル系樹脂、スチレン－ブタジエン系樹脂、塩化ビニル系樹脂、アクリル－スチレン系樹脂
、ブタジエン系樹脂、スチレン系樹脂などが挙げられる。
【０１６０】
　ポリマー微粒子への高速凝集性付与の観点から、解離度の小さいカルボン酸基を有する
ものがより好ましい。カルボン酸基はｐＨ変化によって影響を受けやすいので、分散状態
が変化しやすく、凝集性が高い。
【０１６１】
　ポリマー微粒子のｐＨ変化に対する分散状態の変化は、アクリル酸エステルなどのカル
ボン酸基を有する、ポリマー微粒子中の構成成分の含有割合によって調整することができ
、分散剤として用いるアニオン性の界面活性剤によっても調整可能である。
【０１６２】
　ポリマー微粒子の樹脂成分は、親水性部分と疎水性部分とを併せ持つ重合体であるのが
好ましい。疎水性部分を有することで、ポリマー微粒子の内側に疎水部分が配向し、外側
に親水部分が効率よく外側に配向され、液体のｐＨ変化に対する分散状態の変化がより大
きくなる効果があり、凝集がより効率よく行われる。
【０１６３】
　酸ポリマーはカルボン酸系の酸ポリマーが好ましく用いられる。
【０１６４】
　カルボン酸のｐＫａは概ね３～４であるため、ｐＨ５であれば酸ポリマーはほとんど解
離した状態であるので、電化反発により、分散安定性を有し、凝集を起こさない。これ以
下であると、非解離状態となり、電化反発が失われ、凝集を起こす。
【０１６５】
　市販のポリマー微粒子の例としては、ジョンクリル５３７、７６４０（スチレン－アク
リル系樹脂エマルジョン、ジョンソンポリマー株式会社製）、マイクロジェルＥ－１００
２、Ｅ－５００２（スチレン－アクリル系樹脂エマルジョン、日本ペイント株式会社製）
、ボンコート４００１（アクリル系樹脂エマルジョン、大日本インキ化学工業株式会社製
）、ボンコート５４５４（スチレン－アクリル系樹脂エマルジョン、大日本インキ化学工
業株式会社製）、ＳＡＥ－１０１４（スチレン－アクリル系樹脂エマルジョン、日本ゼオ
ン株式会社製）、ジュリマーＥＴ－４１０、ＦＣ－３０（アクリル系樹脂エマルジョン、
日本純薬株式会社製）、アロンＨＤ－５、Ａ－１０４（アクリル系樹脂エマルジョン、東
亞合成株式会社製）、サイビノールＳＫ－２００（アクリル系樹脂エマルジョン、サイデ
ン化学株式会社製）、ザイクセンＬ（アクリル系樹脂エマルジョン、住友精化株式会社製
）などが挙げられるが、これに限定するものではない。
【０１６６】
　顔料に対するポリマー微粒子添加量の重量比率は２：１から１：１０が好ましい、より
好ましくは１：１から１：３である。顔料に対するポリマー微粒子添加量の重量比率は２
：１より少ないと、樹脂の融着による凝集体の凝集力が効果的に向上しない。また、添加
量が１：１０より多くてもインクの粘度が高くなりすぎ、吐出性などが悪化する。
【０１６７】
　インクに添加するポリマー微粒子の分子量は融着したときの付着力を鑑みて、５，００
０以上が好ましい。５，０００未満だと、凝集したときのインク凝集体の内部凝集力向上
や記録媒体に画像の定着性に効果が不足し、また画質改善効果が不足する。
【０１６８】
　ポリマー微粒子の体積平均粒子径は、１０ｎｍ～１μｍの範囲が好ましく、１０～５０
０ｎｍの範囲がより好ましく、２０～２００ｎｍの範囲が更に好ましく、５０～２００ｎ
ｍの範囲が特に好ましい。１０ｎｍ以下では、凝集しても画質の改善効果、転写性の向上
に効果があまり期待できない。１μｍ以上では、インクのヘッドからの吐出性や保存安定
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制限は無く、広い体積平均粒子径分布を持つもの、又は単分散の体積平均粒子径分布を持
つもの、いずれでもよい。
【０１６９】
　また、ポリマー微粒子を、インク内に２種以上混合して含有させて使用してもよい。
【０１７０】
　インクに添加するｐＨ調整剤としては中和剤として、有機塩基、無機アルカリ塩基を用
いることができる。ｐＨ調整剤はインクジェット用インクの保存安定性を向上させる目的
で、該インクジェット用インクがｐＨ６～１０となるように添加するのが好ましい。
【０１７１】
　インクは、乾燥によってインクジェットヘッドのノズルが詰まるのを防止する目的から
、ＳＰ値が３０以下の水溶性高沸点有機溶媒を１０ｗｔ％～９０ｗｔ％含有する。さらに
、上述の水溶性高沸点有機溶媒を１０％～３０％の範囲で含有させることで、着弾干渉、
画像変形、小ドットの白抜け再現性が特に好ましく、更には形成した画像の光堅牢性も良
好となる。
【０１７２】
　このような水溶性高沸点有機溶媒には、湿潤剤及び浸透剤が含まれる。ＳＰ値が３０以
下の水溶性高沸点有機溶媒としては、処理液の場合と同様に、
　たとえば、
　ジエチレングリコールモノエチルエーテル（２２．４）
　ジエチレングリコールモノブチルエーテル（２１．５）
　トリエチレングリコールモノブチルエーテル（２１．１）
　ジプロピレングリコールモノメチルエーテル（２１．３）
　ジプロピレングリコール（２７．２）
【０１７３】
【化１】

【０１７４】
【化２】

【０１７５】
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【化３】

【０１７６】
【化４】

【０１７７】
【化５】

【０１７８】
ｎＣ４Ｈ９Ｏ（ＡＯ）４－Ｈ　(AO=EO or POで比率は１：１) 　（２０．１）EO=エチレ
ンオキシ
ｎＣ４Ｈ９Ｏ（ＡＯ）10－Ｈ　（同上）　（１８．８）
ＨＯ（Ａ‘Ｏ）４０－Ｈ　 (A’O=EO or POで比率はEO:PO=１：３)　（１８．７）
ＨＯ（Ａ‘Ｏ）５５－Ｈ　(A”O=EO or POで比率はEO:PO=5：6)　（１８．８）
ＨＯ（ＰＯ）３Ｈ　（２４．７）
ＨＯ（ＰＯ）７Ｈ　（２１．２）
１，２ヘキサンジオール　(２７．４)
　なお、カッコ内の数値はＳＰ値を示している。
【０１７９】
　また、ＳＰ値が低い溶剤のうち、下記の構造が含まれていることが好ましい。
【０１８０】
【化６】
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【０１８１】
等が挙げられる。
【０１８２】
　インクには、界面活性剤を含有することができる。界面活性剤の例としては、炭化水素
系では脂肪酸塩、アルキル硫酸エステル塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキルナ
フタレンスルホン酸塩、ジアルキルスルホコハク酸塩、アルキルリン酸エステル塩、ナフ
タレンスルホン酸ホルマリン縮合物、ポリオキシエチレンアルキル硫酸エステル塩等のア
ニオン系界面活性剤や、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアル
キルアリルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、
ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルアミン、グ
リセリン脂肪酸エステル、オキシエチレンオキシプロピレンブロックコポリマー等のノニ
オン系界面活性剤が好ましい。また、アセチレン系ポリオキシエチレンオキシド界面活性
剤であるＳＵＲＦＹＮＯＬＳ（ＡｉｒＰｒｏｄｕｃｔｓ＆Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社）も好ま
しく用いられる。また、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アルキルアミンオキシドのようなアミン
オキシド型の両性界面活性剤等も好ましい。
【０１８３】
　更に、特開昭５９－１５７６３６号の第(37)～(38)頁、リサーチ・ディスクロージャー
Ｎｏ．３０８１１９(１９８９年)記載の界面活性剤として挙げたものも使うことができる
。また、特開２００３－３２２９２６号、特開２００４－３２５７０７号、特開２００４
－３０９８０６号の各公報に記載されているようなフッ素（フッ化アルキル系）系、シリ
コーン系の界面活性剤も用いることができる。これら表面張力調整剤は消泡剤としても使
用することができ、フッ素系、シリコーン系化合物やＥＤＴＡに代表されるキレート剤等
も使用することができる。
【０１８４】
　表面張力を下げて固体状又は半固溶状の凝集処理層上でのぬれ性を高め、拡がり率を増
加させることができる。
【０１８５】
　インクの表面張力は、中間転写方式によって記録を行う際の中間転写媒体上でのぬれ性
と液滴の微液滴化および吐出性の両立の観点からは、１５～４５ｍＮ／ｍであることが更
に好ましい。
【０１８６】
　インクの粘度は、１．０～２０．０ｃＰであることが好ましい。
【０１８７】
　その他必要に応じ、ｐＨ緩衝剤、酸化防止剤、防カビ剤、粘度調整剤、導電剤、紫外線
吸収剤、等も添加することができる。
【０１８８】
　なお、上記実施の形態では、凝集促進機能を有する処理液を用紙に塗布する場合を例に
説明したが、本発明の適用は、これに限定されるものではない。所定の機能を有する処理
剤が溶解された液体を媒体に塗布する塗布装置全般に適用することができる。
【０１８９】
　また、上記実施の形態では、本発明に係る塗布装置をインクジェット記録装置に用いた
例で説明したが、本発明に係る塗布装置は、他の装置にも適用することができる。
【０１９０】
　また、上記実施の形態では、用紙に処理液を塗布する場合を例に説明したが、処理液を
塗布する対象（媒体）は、特に限定されるものではない。普通紙、インク受容層を備えた
記録媒体、あるいは加工紙などの表裏方向に通気性のある記録シート、ＯＨＰ等の非通気
性の柔軟媒体である樹脂シート等、種々の媒体を対象にすることができる。なお、特に有
効に作用するのは、高浸透性を有する媒体であり、このような媒体に凝集処理液を塗布す
る場合に本発明は最大の効果を発揮する。
【０１９１】
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　また、上記実施の形態では、用紙の片面にのみ画像を形成するインクジェット記録装置
に本発明を適用した場合を例に説明したが、用紙の両面に画像を形成するインクジェット
記録装置にも同様に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１９２】
【図１】本発明が適用されたインクジェット記録装置の一実施形態の概略構成を示す断面
図
【図２】処理液塗布部の概略構成図
【図３】処理液保持ブロックの底面図
【図４】本実施形態のインクジェット記録装置の制御系の概略構成を示すブロック図
【図５】処理液塗布部の他の実施の形態の概略構成図
【図６】処理液塗布部の他の実施の形態の概略構成図
【図７】処理液塗布部の他の実施の形態の概略構成図
【図８】処理液塗布部の他の実施の形態の概略構成図
【符号の説明】
【０１９３】
　１０…インクジェット記録装置、１２…用紙、２０…給紙部、３０…処理液塗布部、３
２…バックアップローラ、３４…塗布ローラ、３５…ヒータ、３６…処理液供給ユニット
、３８…処理液保持ブロック、４０…処理液タンク、４２…処理液供給ポンプ、４４…凹
部、４６…当接部材、４８…空間、５０…処理液供給口、５２…処理液回収口、５４…処
理液供給配管、５６…処理液回収配管、５８…バルブ、６０…バネ、７０…画像形成部、
７２…プラテン、７８…インク吐出ユニット、８０…排紙部、９０…ファン、９２…除湿
装置、９４Ａ、９４Ｂ…ローラ

【図１】 【図２】
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